文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ２　山下哲郎、田村雅紀、鈴木澄江、松田頼征（建築学部 建築学科）

西川豊宏、久田嘉章（建築学部 まちづくり学科）
査読付き論文

1. 蕪木大河、山下哲郎、下フランジにRBSを施した合成梁の等価剛性、日本建築学会技術報告集、Vol.65,No.27, pp.242-246, 2021.2

2. 縄田舜、山下哲郎、システムトラス屋根支承部の復元力特性に関する研究、鋼構造年次論文報告集、日本鋼構造協会、Vol.28, pp.503-509（アブストラクト査読）

3. 蕪木大河、山下哲郎、既存高層建築物の合成梁へのRBS工法の適用に関する研究、鋼構造年次論文報告集、日本鋼構造協会、Vol.28, pp.389-397（アブストラクト査読）

4. 松田頼征、竹下功祐、阿部千秋、前川利雄、衣笠秀行：制振ダンパーを有する縮小部分架構に床スラブが及ぼす影響に関する実験研究、2021.3

5. 松田頼征、笠井和彦：層間変形角とダンパー力によって2つの異なる位相による歪を受ける合成梁の挙動：実大建物の震動台実験に基づく考察、2021.6
6. 久田嘉章、統計的グリーン関数法を用いた広帯域強震動計算における中間周波数帯の振幅の落ち込みの原因と改善法、日本地震工学会論文集、第20巻、第７号、pp.46-68, 2020.

7. Hisada, Y, and S. Tanaka, What is Fling Step?  Its theory, Simulation Method, and Applications to Strong Ground Motion near Surface Fault Rupture, Bull. Seismo. Soc. Am., 2021（投稿中）.
8. 田村雅紀，都市減災を指向する環境材料とその安全性評価，journal of Society of Inorganic Materials, Japan, 27, pp.355-362,2020.10

9. 大山優，田村雅紀，阿部道彦，材齢24年の屋内保存コンクリートと材齢2年の促進中性化コンクリートに及ぼす中性化の影響の比較，日本コンクリート工学会年次論文集，pp.515-520,2020.7

10. 金巻とも子，田村雅紀，家庭動物共棲住環境における左官調内装壁面の引掻きテクスチャーが印象評価におよぼす影響，日本建築学会技術報告集，第 27 巻，第 62 号，2020. 6

国際学会論文（査読付も含む）

1. Hisada, Y, and S. Tanaka, What is Fling Step?  Its Physics, Theory, and Strong Ground Motion Simulation Near Surface Fault Rupture, Proc. 17th World Conf. Earthq. Engng, 2021 (invited).

2. Hisada, Y, and S. Tanaka, Building Damage and Countermeasurs due to Strong Motion and Fault Displacement near Surface Fault Rupture, Proc. 17th World Conf. Earthq. Engng, 2021 (invited).

3. Hisada, Y, Application of Early Warning and Structural Monitoring Systems to Emergency Management for Highrise Building Considering Long-Period Ground Motion in Japan, Proc. 17th World Conf. Earthq. Engng, 2021 (invited).

4. Hisada, Y, and S. Tanaka, Near Fault Ground Motion Simulations considering Fling Step and Directivity Pulses, The 6th IASPEI/IAEE Intern. Symposium: Effect of Surface Geology on Seismic Motion, 2021 (invited).

5. Nagano, M, and Y. Hisada, LESSONS LEARNED FROM JAPANESE BENCHMARK TESTS OF NUMERICAL METHODS FOR VERIFYING AND VALIDATING STRONG MOTION PREDICTIONS, The 6th IASPEI/IAEE Intern. Symposium: Effect of Surface Geology on Seismic Motion, 2021 (invited).
6. Shogo Takeuchi, Jun Muramatsu, Masaki Tamura, Ayuko Saito, Human Engineering and AI & Smart Systems Meeting, Experiment on selecting evaluation words for sensory evaluation of beautiful gait, International Symposium on Advanced Technology,ISAT-19: A Virtual Symposium,2021.1

7. Yusuke Harada, Masaki Tamura, Development of the diagnosis and repair technologies for deteriorated wood materials, Architecture and Civil Engineering, International Symposium on Advanced Technology,ISAT-19: A Virtual Symposium,2021.1

学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 久田嘉章、なぜ震度7でも建物に大被害が出なかったのか？、日本地震学会広報誌「なゐふる」、124号、pp6-7、2020.
2. 久田嘉章、田村和夫、吉敷祥一、仲田章太郎、2021年2月13日の福島県沖の地震（M7.3）に関する免震構造物調査の概要（福島県を中心として）、被害調査報告書概要、免震構造協会、2021（掲載予定）
3. 西川豊宏, 西新宿から都市建築の持続可能な水環境について考える, 給排水設備研究, 第37 4 pp.24-28, 2021年1月25日
4. 田村雅紀，建材への道のり，第9回コンクリート編，建材試験情報 Vol.55,pp.38-40, 2020.3

5. 田村雅紀，建材への道のり，第9回コンクリート編，建材試験情報 Vol.55,pp.38-40, 2020.3

6. 田村雅紀，第15回建築仕上フォーラム概要報告，建築仕上げにおけるSDGsとその未来～SDGsの端緒と近年の取り組み～，リフォーム，pp.11-16, 2021.2

7. 田村雅紀，建材への道のり，第10回鉄鋼編，建材試験情報 Vol.56,pp.24-26, 2020.12

8. 田村雅紀，石澤玲美，半座三紗子，姜 灌涵，陳 啓仁，台湾の日式建築文化財における左官仕上げ材の物性評価と色彩復復原手法，月刊リフォーム，2020.11月号，pp.53-56, 2020.11

9. 田村雅紀，櫻田華子，鈴木澄江，近現代歴史的建造物のタイル仕上げ補修・改修工法の選定システムの提案，月刊リフォーム，2020.11月号，pp.48-52, 2020.11

10. 鈴木澄江、建築材料における回収した骨材の使用に関する実態調査とコンクリートの性状に関する実験検討,月刊コンクリートテクノ,第39,12月号pp.44-51,2020

11. 鈴木澄江、生コンクリートの品質と検査の合理化に向けて,月刊コンクリートテクノ,第39,8月号pp.14-18,2020
招待講演
1. 山下哲郎、置屋根支承部の設計法、日本建築学会セミナー「シェル・空間構造の耐震設計における最近の発展」、建築会館、2020.7
2. 西川豊宏、太陽光発電システムが設置された中規模事務所建物の防災拠点化に関する調査研究〔学会賞受賞講演〕, 空気調和・衛生工学会大会（札幌）,2019.9.19
3. 久田嘉章, 震災・風水害等による複合災害と建築・まちのレジリエントな防災・減災対策, 第25回震災対策技術展（横浜）, 2021年3月17日

4. 久田嘉章, WG2「災害につよいレジリエントな建築・まちづくりを科学技術的アプローチからどのように進めるか」, 東日本大震災10 周年を機に頻発する複合災害を考えるシンポジウム, 2021年3月6日

5. 久田嘉章, 趣旨説明・WG2成果報告, 東日本大震災10 周年を機に頻発する複合災害を考えるシンポジウム：WG2「災害につよいレジリエントな建築・まちづくりを科学技術的アプローチからどのように進めるか」報告会, 2021年3月6日

6. 久田嘉章、村上正浩, 長周期地震動を考慮した超高層建築の応答・被害予測と対応支援システム「びるゆれコール」の開発, 長周期地震動の予測情報に関する実証実験報告会（気象庁）, 2021年3月1日

7. 久田嘉章, 建築はどう持続可能な発展に貢献するのか？～構造(防災・減災)の視点から～, SDGs対応推進特別調査委員会　WEBンポジウム, 2021年3月1日

8. 久田嘉章, 災害につよいレジリエントな建築・まちづくりを科学技術的アプローチからどのように進めるか, 東日本大震災から10年　建築振動分野の課題と展望（日本建築学会・構造委員会・振動運営委員会）, 2020年12月4日

9. 久田嘉章, 災害につよいレジリエントな建築・まちづくりをハード面からどのように進めるか, 東日本大震災10周年ミニシンポジウム, 2020年9月24日

10. 久田嘉章、建物・構築物の免震構造と設計用地震動に対する意見、原子力規制委員会による建物・構築物の免震構造に関する検討チーム（第２回会合）、2020.6

11. 久田嘉章、巨大都市で想定される様々な災害と新宿駅周辺地域における取り組み-「逃げる必要のない建築・まち」を目指して-、東大まちづくり大学院 特別セミナー、2020.4
口頭発表

1. 蕪木大河、山下哲郎, 既存高層建築物の合成梁へのRBS工法の適用に関する研究, 鋼構造シンポジウム2020, 2020年11月

2. 縄田舜、山下哲郎, システムトラス屋根支承部の復元力特性に関する研究, 鋼構造シンポジウム2020, 2020年11月

3. 蕪木大河, 山下哲郎, 既存鉄骨造建築物の梁下フランジへのRBS工法の適用性に関する研究　その2　RBS工法を施した合成梁の等価剛性, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅲ pp.919-920）, 2020年9月

4. 芳賀友紀, 蕪木大河, 山下哲郎, 既存鉄骨造建築物の梁下フランジへのRBS工法の適用性に関する研究　その1　RBS形状の検討, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅲ pp.917-918）, 2020年9月

5. 篠田健吾, 山下哲郎, 大型の片持庇を有する構造の模型振動実験, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.843-844）, 2020年9月

6. 岸田明子・藤原淳・竹内徹・寺澤友貴・岸澤竜之介・西川幸希・山下哲郎・西村康志郎・梶原僚太・小西克尚・綿貫雄太, 鉄骨置き屋根支承部の縮小切り出し模型の振動台実験　その2： 支承部に作用する水平荷重の計測方法の比較検討, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.773-774）, 2020年9月

7. 藤原淳・岸田明子・竹内徹・寺澤友貴・岸澤竜之介・西川幸希・山下哲郎・西村康志郎・梶原僚太・小西克尚・綿貫雄太, 鉄骨置き屋根支承部の縮小切り出し模型の振動台実験　その1： 予備実験概要と支承部の水平荷重－水平変位関係, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.771-772）, 2020年9月

8. 縄田舜, 緒方宏征, 山下哲郎, せん断力と曲げモーメントを受ける置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その2　耐力評価, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.769-770）, 2020年9月

9. 緒方宏征, 縄田舜, 山下哲郎, せん断力と曲げモーメントを受ける置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その1　実験概要と結果, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.767-768）, 2020年9月

10. 罇万純, 山下哲郎, システムトラス置屋根体育館の支承部と下部構造の応答に関する検討, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.201-202）, 2020年9月

11. 松田頼征, 笠井和彦：制振構造における梁継手が主架構挙動に及ぼす影響に関する解析検討, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集、DVD）, 2020年9月

12. 阿部千秋，松田頼征, 笠井和彦：実大5層制振建物の震動台実験におけるコンクリートスラブの有効幅と合成梁のずれ剛性, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集、DVD）, 2020年9月

13. 山本慎，松田頼征：鋼構造制振建物におけるスラブ有効幅に関する解析検討, 2020年度日本建築学会大会（関東）（学術講演梗概集、DVD）, 2020年9月

14. 金田惇平、田中信也、久田嘉章, 経験的グリーン関数法の要素地震として用いられる中小地震の破壊伝播効果に関する研究, 日本地震学会秋大会, 2020年10月29日

15. 久田嘉章, 統計的グリーン関数法を用いた広帯域強振動計算における中間周波数帯の振幅の落ち込みについて, 日本地震学会秋大会, 2020年10月29日

16. 井上佳那子・久田嘉章・中西真子・田中信也, 既存超高層建築の制振補強における地震リスク評価に関する研究, 2020年度日本建築学会大会学術講演会, 2020年9月8日

17. 耿 若薇、久田嘉章、村上正浩, 長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測と対応支援システムの開発と利活用　その 2「びるゆれコール」開発と超高層建築への適用, 2020年度日本建築学会大会学術講演会, 2020年9月8日

18. 久田嘉章, 広帯域強震動計算における中間振動数帯の振幅落込みと改善法　その 2, 2020年度日本建築学会大会学術講演会, 2020年9月8日

19. 桐生拓実、久田嘉章, 広帯域強震動計算における中間振動数帯の振幅落込みと改善法　その 1, 2020年度日本建築学会大会学術講演会, 2020年9月8日

20. 佐藤右樹、田中信也、久田嘉章, 内陸地殻内地震における強震動レシピに基づく断層モデルを用いた地震動評価とその震源逆解析の比較, 2020年度日本建築学会大会学術講演会, 2020年9月8日
21. 矢ヶ﨑啓介, 西川豊宏, 事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その 16) 平面レイアウトがスプリンクラー配管の耐震性能に与える影響, 日本建築学会大会（関東）, 2020年9月

22. 伊藤航平, 西川豊宏, 赤坂昌哉, 【選抜梗概】建築物におけるゼロウォータービル評価に関する研究(その 1) 複合建物におけるゼロウォータービル評価, 日本建築学会大会（関東）, 2020年9月

23. 赤坂昌哉, 西川豊宏, 伊藤航平, 【選抜梗概】建築物におけるゼロウォータービル評価に関する研究(その 2) 降水特性とゼロウォータービル評価の関係, 日本建築学会大会（関東）, 2020年9月

24. 矢ヶ﨑啓介, 西川豊宏, 事業継続計画策定における建築設備の地震リスクに関する研究 （第9報）基準階レイアウトがスプリンクラー配管の耐震性能に与える影響について, 空気調和・衛生工学会大会（オンライン）, 2020年9月1日

25. 久保田信二，北畠佳鈴，田村雅紀，内藤真弘，奈良利男,木質建材へのアクリルシリコン系透明保護塗材仕上げによる耐久性向上の研究　その３　暴露試験76週後の経過報告と難燃・不燃処理木材への適用性の検証概要，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

26. 内藤真弘，北畠佳鈴，田村雅紀，奈良利男,久保田信二，木質建材へのアクリルシリコン系透明保護塗材仕上げによる耐久性向上の研究　その４　難燃・不燃処理木材への適用性の検証結果，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

27. 岡健太郎，田村雅紀，佐藤俊哉，杉山剛正，伊藤智之，品質信頼性の観点で見た建築目地ガスケットの性能評価に関する研究　その１　建築外壁の接合部における品質の考え方，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

28. 佐藤俊哉，岡健太郎，田村雅紀，杉山剛正，伊藤智之，品質信頼性の観点で見た建築目地ガスケットの性能評価に関する研究　その２　目地ガスケットの体系化の変遷と需給動向，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

29. 杉山剛正，伊藤智之，岡健太郎，田村雅紀，佐藤俊哉，品質信頼性の観点で見た建築目地ガスケットの性能評価に関する研究　その３　HASTによる目地ガスケット素材の物性評価，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

30. 田村雅紀，岡健太郎，杉山剛正，伊藤智之，佐藤俊哉，品質信頼性の観点で見た建築目地ガスケットの性能評価に関する研究　その４　長期温熱老化試験を踏まえた目地ガスケット製品の物性評価，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

31. 中村優斗・田村雅紀・ 金巻とも子・ 石川隆司,左官材料を中心とした仕上げ壁の機能性評価　その7 表面形状および表面積が化学物質吸着に与える影響，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

32. 立屋敷久志,田村雅紀，野口貴文，小山明男，東京近郊における解体工事から発生する建設廃棄物の特性調査，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

33. 原田勇輔,田村雅紀,劣化木材の非破壊性能評価手法と補修技術の検討，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

34. 乙幡祐平,田村雅紀，標準化仕上げ材料を用いた打診時反発音の周波数特性分析，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

35. 羽山 建，田村雅紀，近藤舞雪，軽量鉄骨下地間仕切り壁の改修工事における環境配慮手法の提案，その1 消音標準化工法の特性分析2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

36. 近藤舞雪，田村雅紀，羽山 建，軽量鉄骨下地間仕切り壁の改修工事における環境配慮手法の提案，その2 改修時ランナー接着剤張り工法と接着材の選定，2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9
37. 中薗慎太，田村雅紀,建築木質材における釘および部材接合金物の表面劣化による腐食溶出物が及ぼす木表層部への外観影響,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

38. 池田礼應，田村雅紀,伝統木造復元工事におけるアクリルシリコン系透明保護塗膜を用いた新技術適用と維持保全に向けた持続的労務対策,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

39. 小山桃華，田村雅紀，内藤真弘，久保田信二，奈良利男,各種部位用途の木質材へのアクリルシリコン系保護仕上げにおける変状抑制技術,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

40. 原田勇輔，田村雅紀,木内部の食害痕跡の分析と樹脂補修の検討,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

41. 水上沙緒理，田村雅紀,環境配慮型ー軽量鉄骨下地間仕切り壁のランナー接着面加工処理によるせん断抵抗性改善,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

42. 佐伯杏菜，田村雅紀，大久保薫,形状切削した古紙の水流作用による比重分別と積層技術を適用した建材開発,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

43. 中村優斗，田村雅紀，金巻とも子,左官材料を中心とした仕上げ壁の物性評価と機能展開　その6　表面形状および表面積による化学物質吸着率への影響,2020年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3
44. 田村雅紀，櫻田華子，鈴木澄江,近現代歴史的建造物のタイル仕上げ補修・改修工法の選定システムの提案，2020年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2020.10

45. 田村雅紀，石澤玲美，半座三紗子,姜灌涵，陳啓仁，菅澤茂，後藤治,台湾の日式建築文化財における左官仕上げ材の色彩復原と実施工検討，2020年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2020.10

46. 猶木　彩笑,田村雅紀，国内茅葺建造物の屋根材料におけるライフサイクルフェーズのシステム分析・境界条件の検討，2020年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2020.10

47. 大山　優，田村雅紀，コンクリート仕上げ部を想定した長期保存コンクリートおよび促進試験体による中性化影響の比較，2020年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2020.10

48. 原田勇輔，田村雅紀，劣化した木造建築における特殊アクリル樹脂を用いた部材復原技術の開発その１ 劣化木材の非破壊性能評価手法，2020年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2020.10

49. 原田勇輔，田村雅紀，劣化した木造建築における特殊アクリル樹脂を用いた部材復原技術の開発その2 樹脂補修の検討と木内部の食害痕跡，2020年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，2020.10
50. 小松原佑太，石郷岡将平，村田眞志，池亀主則，堀田博文，堀内智，後藤治，田村雅紀，小林直弘，松山賢,茅葺き屋根の火災に対する高粘度液体放射装置 (可搬型／積載型)の配置計画と操作性の検証,2020年度日本火災学会研究発表会梗概集,CD-ROM, 2020.5 

51. 石郷岡将平,村田眞志，池亀主則，堀田博文，堀内智，後藤治，田村雅紀，小林直弘，松山賢，定放射熱を受ける杉板に対する高粘度液体の着火遅延効果（第 2 報），2020年度日本火災学会研究発表会梗概集,CD-ROM, 2020.5

52. 髙橋佳彦，石郷岡将平・村田眞志・堀内智・後藤治・小林直弘，田村雅紀・関澤愛・松山賢，首里城正殿等の塗装が発火及び発熱に及ぼした影響について，2020年度日本火災学会研究発表会梗概集,CD-ROM, 2020.5

53. 小林直弘，田村雅紀，根本瑛司，後藤治，石郷岡将平，小松原佑太，村田眞志，池亀主則，堀田博文，堀内智，松山賢，木密外壁材に塗布した高粘度液体による燃焼抑制効果と炭化形態保持性その１　各種木材片への高粘度液体の含浸性状，2020年度日本火災学会研究発表会梗概集,CD-ROM, 2020.5

54. 田村雅紀，根本瑛司，小林直弘，後藤治，石郷岡将平，小松原佑太，村田眞志，池亀主則，堀田博文，堀内智，松山賢，木密外壁材に塗布した高粘度液体による燃焼抑制効果と炭化形態保持性その２　実外壁部材の要素試験片への適用検証，2020年度日本火災学会研究発表会梗概集,CD-ROM, 2020.5
55. 田村雅紀，建築の壁・天井を安全に，静かに，スマートに改修する新リノベーション技術，2020イノベーションジャパン，ショートﾌﾟﾚｾﾞﾝ，web開催＋名古屋国際展示場，2020.8，
56. 小川裕,遠藤颯,鈴木澄江,阿部道彦,松沢晃一,鹿毛忠継：高炉スラグ材骨材を用いたコンクリートの中性化（材齢10年）,2020年度日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

57. 遠藤颯,小川裕,鈴木澄江,阿部道彦,松沢晃一,鹿毛忠継：高炉スラグ材骨材を用いたコンクリートの力学特性（材齢10年）,2020年度日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

58. 山口駿,鈴木澄江：練混ぜ水に海水を用いた場合のコンクリートの基礎的性状,2020年度日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

59. 宮森然斗,鈴木澄江：コンクリートの乾燥収縮の低減を目的とした環境配慮型材料・調合に関する検討,2020年度日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

60. 小野広貴,鈴木澄江：高強度コンクリートのアルカリシリカ返納し試験方法の検討に向けた基礎的調査,2020年度日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

61. 土屋陸,鈴木澄江：天然骨材を極力使用しないコンクリートの基礎的性状,2020年度日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2021.3

62. 鹿毛忠継・小泉信一・陣内浩・鈴木澄江・寺西浩司・野口貴文・宮野和樹・山田義智,高流動コンクリートの材料分離抵抗性および間隙通過時の性能の評価　その1．実験概要, 2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

63. 齊藤辰弥・鈴木澄江・中村則清・鹿毛忠継・土屋直子・桝田佳寛・阿部道彦：高強度コンクリートのアルカリシリカ反応性試験方法に関する実験検討　その2.実験結果, 2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9

64. 鈴木澄江・齊藤辰弥・中村則清・鹿毛忠継・土屋直子・桝田佳寛・阿部道彦：高強度コンクリートのアルカリシリカ反応性試験方法に関する実験検討　その1.実験概要, 2020年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2020.9
65. 櫻田華子，田村雅紀，鈴木澄江,近現代歴史的建造物のタイル仕上げ補修・改修工法の選定システムの提案，2019年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2020.3
外部資金の獲得

1. 山下哲郎、文部科学省・科研費・基盤A一般／平成28～令和2年度／500 千円、吊り天井システムの地震時の損傷発生機構とその被害軽減方法に関する研究 (研究代表者：東京工業大学　元結正次郎）

2. 山下哲郎、文部科学省・科研費・基盤C一般／平成30～令和3年度／1,200 千円、縦型単層ラチス構造の座屈および座屈後挙動に関する研究(研究代表者）

3. 山下哲郎、清水建設株式会社・受託研究／2019～2020／1,000 千円、CPD計画における屋根架構の座屈性状把握と安全性の確認

4. 山下哲郎、株式会社巴コーポレーション・受託研究／2020～2021／880 千円、耐震性を考慮した置屋根支承の提案
5. 松田頼征、文部科学省・科研費・若手研究B／令和2～3 年度／1,200 千円、接合部とスラブの影響を考慮した鋼構造制振建物の剛性・耐力・変形性能の評価法の構築(研究代表者）

6. 松田頼征、東京工業大学・共同利用研究／2020年度／90千円、鋼構造制振建物におけるコンクリートスラブ有効幅に関する検討(研究代表者）

7. 久田嘉章、村上正浩：長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測と対応支援システムの開発(研究代表者）、「長周期地震動に関する観測・予測情報の利活用技術開発に関する研究（防災科学技術研究所公募研究）」／2018-2021年度／1,500千円(2020年度分)
8. 西川豊宏,科学研究費・基盤研究（Ｃ）、2019年度～2021年度、都市建築の持続可能な水循環を実現するための雨水活用に関する研究、研究代表者

9. 西川豊宏,科学研究費・基盤研究（Ａ）、2019-2020年度、吊り天井システムの地震時の損傷発生機構とその被害軽減方法に関する研究、研究分担者

10. 田村雅紀／2020年度／816 千円，NEDO ムーンショットプロジェクト/Ｃ4Ｓ研究開発プロジェクト
11. 田村雅紀／2020年度／500千円，大久保，共同研究

12. 田村雅紀／2020年度／300千円，株式会社セブンケミカル，共同研究

13. 田村雅紀／2020年度／1080千円，フッコー，共同研究

14. 田村雅紀／2020年度／1050千円，ノザワ，日本発条，大鳳，共同研究

15. 田村雅紀／2020年度／2200千円，FBS，共同研究

16. 田村雅紀／2020年度／200千円，NPO法人外装エコロジーシステム，研究寄付

17. 田村雅紀／2020年度／50千円，アドヴァン，研究寄付

18. 後藤治，田村雅紀ほか／2020年度 ／100千円，消防防災科学技術研究推進制度

19. 鈴木澄江／2020年度／165 千円，石炭ガス化スラグ細骨材コンクリートの耐久性（中性化）試験，一般財団法人石炭エネルギーセンター，受託研究

各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 田村雅紀，建築の壁・天井を安全に，静かに，スマートに改修する新リノベーション技術，2020イノベーションジャパン，ショートﾌﾟﾚｾﾞﾝ，web開催＋名古屋国際展示場，2020.8，
特許出願

１．特願2021-025620 外装タイルの劣化性状診断方法及び劣化性状診断装置

　　発明者：田村雅紀，三條場信幸　2021/2/19

輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
博士１名（金巻とも子，家庭動物と共棲する住環境の建築技術とシステムに関する研究，2020年９月）

修士5名　学士33名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
1. 山下哲郎、改良型置屋根支承部の実験実施　2020/11-12
2. 久田嘉章、ISAT-19 「Excellent Oral Paper Presentation Award」受賞（受賞者：桐生拓実）
3. 西川豊宏, 公益社団法人　空気調和・衛生工学会　篠原記念奨励賞（受賞者：赤坂昌哉）
